
を
直
視
し
、
暮
ら
し
を
守
る
防

波
堤
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で

あ
る
。
暮
ら
し
の
厳
し
さ
を
認

識
い
た
だ
く
よ
う
強
く
求
め
る
。

市
民
の
声
を
直
接
聴
く
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
テ
ー
マ
に
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
す
る

と
し
て
い
る
が
、
誰
で
も
参
加

で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に

つ
い
て
市
長
と
直
接
対
話
で
き

る
よ
う
実
施
す
べ
き
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
全
力
を
尽
く

す
と
し
な
が
ら
も
、
具
体
的
施

策
や
国
・
都
へ
の
要
望
な
ど
は

示
さ
れ
な
か
っ
た
。
対
応
策
や

要
望
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

予
算
の
中
に
は
、
こ
れ
ま
で

共
産
党
市
議
団
が
実
施
を
求
め

て
き
た
事
業
も
含
ま
れ
て
い
る

が
、
賛
成
で
き
な
い
も
の
が
あ

る
。
①
公
立
保
育
園
に
つ
い
て
、

し
ん
か
わ
保
育
園
存
続
の
措
置

を
取
る
こ
と
。
公
立
保
育
園
の

役
割
、
存
在
意
義
を
認
識
す
べ

き
、
②
学
童
保
育
所
民
間
委
託

に
つ
い
て
、
計
画
改
訂
の
際
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
う

こ
と
、
③
食
育
推
進
の
た
め
に

も
、
温
か
い
中
学
校
全
員
給
食

の
検
討
を
進
め
る
こ
と
、
④
デ

マ
ン
ド
型
交
通
の
実
験
運
行
期

間
終
了
後
の
方
向
性
検
討
の
た

め
市
民
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
、
⑤
都
の
補
助
を
活
用

し
、
子
ど
も
の
意
見
表
明
の
場

を
つ
く
る
こ
と
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
一
般
会

計
予
算
案
に
反
対
す
る
。

令
和
５
年
度
東
久
留
米
市
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
案

に
つ
い
て
、
子
育
て
世
代
の
負

担
軽
減
の
た
め
の
制
度
を
創
設

す
べ
き
と
の
意
見
を
付
し
、
賛

成
す
る
。

令
和
５
年
度
東
久
留
米
市
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

案
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
健

康
診
査
自
己
負
担
分
５００
円
の
無

料
化
を
求
め
て
き
た
。
本
市
も

無
料
化
す
る
べ
き
と
意
見
を
付

し
、
賛
成
す
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
案

お
よ
び
下
水
道
事
業
会
計
予
算

案
は
、
特
に
意
見
を
付
す
こ
と

な
く
賛
成
す
る
。

未
来
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

未
来
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
あ
ん
し
ん
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
」を
目
指
し
て

令
和
４
年
度
を
顧
み
れ
ば
、

東
久
留
米
市
Ｄ
Ｘ
推
進
方
針
や

東
久
留
米
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
、
今
後
の
都
市
公
園

の
取
り
組
み
方
針
が
策
定
さ
れ
、

市
長
が
目
指
す
「
あ
ん
し
ん
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
に
向
け
た
、

と
り
わ
け
政
策
の
柱
と
な
る
３

つ
の
重
点
事
項
に
つ
い
て
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
新
体
制

の
下
、
重
要
な
１
年
で
あ
っ
た

と
考
え
る
。

令
和
５
年
度
予
算
案
は
、
こ

れ
ら
の
重
点
政
策
を
中
心
に
、

「
書
か
な
い
窓
口
」
の
展
開
や

旧
下
里
小
学
校
な
ど
将
来
像
等

の
検
討
、
南
町
公
園
に
続
く
ボ

ー
ル
遊
び
が
で
き
る
公
園
の
整

備
、
学
習
適
応
教
室
の
拡
充
に

よ
る
不
登
校
等
の
対
応
な
ど
、

さ
ら
に
具
体
的
で
重
要
な
検
討

や
取
り
組
み
を
進
め
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
や
駅
西
口
昇
降
施
設
の

整
備
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
方

向
性
検
討
、
切
れ
目
の
な
い
子

育
て
支
援
や
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

も
応
え
る
保
育
園
の
施
設
整
備
、

学
童
保
育
所
の
運
営
体
制
整
備

と
待
機
児
童
解
消
、
温
か
い
中

学
校
給
食
の
導
入
な
ど
、
従
来

か
ら
の
重
要
な
市
政
課
題
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
協
議
や
検

証
を
踏
ま
え
た
具
体
の
取
り
組

み
を
さ
ら
に
推
進
す
る
こ
と
が

施
政
方
針
等
で
も
示
さ
れ
た
。

現
在
、
時
代
の
大
き
な
転
換

期
に
あ
る
。
財
政
的
制
約
が
あ

り
つ
つ
も
、
従
来
か
ら
の
課
題

に
立
ち
向
か
い
、
新
た
な
施
策

の
検
討
と
実
施
に
市
民
の
声
へ

も
耳
を
傾
け
な
が
ら
大
胆
か
つ

繊
細
に
取
り
組
み
、
真
に
「
あ

ん
し
ん
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」、

子
ど
も
た
ち
が
未
来
に
希
望
を

持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
と

と
も
に
実
現
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
、
賛
成
す
る
。

市
民
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
民
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム

経
済
支
援
の
よ
り

拡
充
を
求
め
る

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

に
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
す
る
。

①
証
明
書
等
発
行
手
数
料
に

つ
い
て
、
市
役
所
窓
口
や
出
張

所
で
の
発
行
も
減
額
す
べ
き
、

②
ご
み
の
指
定
収
集
袋
の
全
戸

配
布
事
業
に
つ
い
て
、
容
器
包

装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
用
だ
け
で
な

く
、
全
て
の
種
類
の
指
定
収
集

袋
を
配
布
す
る
こ
と
、
③
公
園

の
再
編
や
新
規
築
造
等
の
取
り

組
み
具
現
化
の
た
め
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
が
示
さ
れ
た
場
合
、
ボ

ー
ル
遊
び
の
で
き
る
公
園
を
特

別
視
せ
ず
取
り
組
む
こ
と
、
④

よ
り
多
く
の
団
体
が
子
ど
も
の

食
の
支
援
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

子
供
の
食
の
確
保
事
業
の
対
象

を
子
ど
も
食
堂
の
運
営
に
も
拡

大
す
る
こ
と
、
⑤
学
童
保
育
所

運
営
業
務
委
託
に
つ
い
て
、
全

保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
改
善
に
努

め
る
こ
と
、
以
上
を
求
め
る
。

市
政
の
課
題
に
つ
い
て
、
①

し
ん
か
わ
保
育
園
の
最
後
を
締

め
く
く
る
市
の
最
高
責
任
者
と

し
て
、
保
護
者
の
も
と
に
出
向

く
機
会
を
持
つ
こ
と
、
②
公
立

保
育
園
へ
の
こ
れ
以
上
の
民
間

活
力
導
入
と
、
説
明
責
任
を
果

た
さ
な
い
ま
ま
計
画
性
も
な
く

次
の
園
を
示
す
こ
と
に
断
固
反

対
す
る
、
③
駅
西
口
富
士
見
テ

ラ
ス
に
つ
い
て
、
安
全
確
保
な

ど
細
心
の
注
意
を
払
い
再
建
に

向
け
精
力
的
に
取
り
組
む
こ
と
、

再
建
の
際
は
市
民
参
加
で
行
う

こ
と
、
④
温
か
い
中
学
校
給
食

に
つ
い
て
全
生
徒
お
よ
び
保
護

者
か
ら
意
見
を
伺
い
、
今
後
の

進
め
方
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
、

⑤
市
史
編
さ
ん
と
北
部
地
域
の

子
育
て
支
援
機
能
を
併
せ
持
つ

複
合
施
設
に
つ
い
て
早
急
に
着

手
す
る
こ
と
、
以
上
を
求
め
る
。

３
特
別
会
計
予
算
案
並
び
に

下
水
道
事
業
会
計
予
算
案
は
意

見
を
付
す
こ
と
な
く
賛
成
す
る
。

久
留
米
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト

久
留
米
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト

東
久
留
米
新
時
代
幕

開
け
予
算
に
賛
成

今
回
の
予
算
は
富
田
新
市
政

本
格
始
動
の
た
め
の
予
算
。
積

極
的
に
課
題
解
決
に
取
り
組
む

富
田
市
政
の
一
番
評
価
で
き
る

点
は
、
将
来
へ
の
明
確
な
ビ
ジ

ョ
ン
を
示
し
、
長
期
的
視
点
で

行
政
運
営
を
行
う
と
し
て
い
る

こ
と
。
市
の
こ
れ
か
ら
の
５０
年

を
考
え
た
行
政
運
営
を
行
う
た

め
誕
生
し
た
の
が
富
田
市
政
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

市
が
５０
年
後
ど
の
よ
う
な
ま
ち

に
な
る
か
が
決
ま
る
。
３０
年
で

約
７６０
億
円
か
か
る
維
持
補
修
費

縮
減
の
た
め
に
、
ど
う
統
廃
合

し
再
編
成
す
る
か
が
重
要
。
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
ハ
ー

ド
面
の
改
革
な
ら
、
人
に
や
さ

し
い
デ
ジ
タ
ル
化
は
ソ
フ
ト
面

の
改
革
。
市
役
所
の
窓
口
で
不

便
を
感
じ
て
い
る
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
方
が
簡
単
に
手
続
き

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
こ
そ
デ

ジ
タ
ル
化
の
意
味
が
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
投
資
に
よ

り
将
来
の
改
革
を
担
う
人
材
を

育
て
る
こ
と
も
一
種
の
改
革
。

こ
れ
ら
３
つ
の
重
点
施
策
の

実
現
に
は
多
く
の
困
難
と
大
き

な
壁
が
あ
る
が
、
真
正
面
か
ら

全
力
で
解
決
す
る
こ
と
が
富
田

新
市
政
最
大
の
使
命
。

道
の
駅
の
実
現
に
は
ま
だ
課

題
が
あ
る
が
、
や
る
前
に
諦
め

て
い
た
ら
市
は
何
も
変
わ
ら
な

い
。
や
れ
る
・
で
き
る
と
信
じ

挑
戦
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。

今
回
の
予
算
は
歳
出
削
減
の

取
り
組
み
は
不
十
分
だ
が
、
マ

イ
ナ
ス
面
の
批
判
よ
り
プ
ラ
ス

面
の
評
価
の
方
が
市
の
た
め
に

な
る
と
判
断
し
、
す
べ
て
の
予

算
に
賛
成
す
る
。

市
民
と
と
も
に
歩
む
会

市
民
と
と
も
に
歩
む
会

東
久
留
米
ら
し
い

予
算
編
成
を
望
む

当
予
算
は
富
田
市
長
に
と
っ

て
２
度
目
、
初
め
て
市
長
と
し

て
最
初
か
ら
取
り
組
ん
だ
予
算

と
な
り
、
富
田
市
政
ら
し
さ
が

多
少
は
見
え
る
予
算
と
言
え
る
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
、
多
く
の
自
治
体
が
既

に
着
手
し
て
い
る
。
今
の
と
こ

ろ
具
体
的
な
形
が
見
え
な
い
。

早
期
に
具
体
的
な
計
画
を
示
さ

れ
る
こ
と
を
切
に
望
む
。

「
子
ど
も
た
ち
へ
の
投
資
」

に
つ
い
て
、
目
玉
は
ボ
ー
ル
遊

び
の
で
き
る
公
園
整
備
で
あ
ろ

う
が
、
何
を
目
指
す
の
か
。

「
あ
ん
し
ん
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
」
も
、
市
長
の
描
く
ま
ち

づ
く
り
の
青
写
真
が
予
算
に
示

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
残
念
。

今
後
５０
年
を
見
据
え
る
こ
と

は
評
価
す
る
が
、
肝
心
の
あ
る

べ
き
姿
の
想
定
が
な
い
中
、
実

の
あ
る
政
策
展
開
を
し
て
い
け

る
の
か
。
特
に
気
に
な
る
の
が
、

こ
の
ま
ち
の
歴
史
や
文
化
の
保

護
や
研
究
が
お
ざ
な
り
に
な
っ

て
い
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
市
史
編
さ
ん
も
予
算
案
に

計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
過
去
を

知
ら
ず
に
未
来
は
語
れ
な
い
。

没
個
性
と
は
い
え
、
子
育
て

や
福
祉
、
緑
地
保
全
な
ど
の
予

算
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
全
体

的
に
は
堅
実
な
予
算
案
と
評
価

す
る
。
市
長
の
手
腕
と
職
員
の

努
力
に
は
頭
が
下
が
る
。

市
長
の
知
性
と
行
動
力
で
東

久
留
米
市
を
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
に
期
待
し
、
一
般
会
計
予

算
案
に
賛
成
す
る
。
３
特
別
会

計
予
算
案
お
よ
び
下
水
道
事
業

会
計
予
算
案
に
は
意
見
を
付
す

こ
と
な
く
賛
成
す
る
。

事業名 予算額

書かない窓口の導入 ４，５１８万 4 千円

消防団詰所大規模改造工事 ７，１４２万 ３ 千円

公園施設長寿命化対策事業 ７，３４８万円

市道２０７号線整備事業 １億５，７２８万 ５ 千円

東村山都市計画道路 ３・ ４
・１３号線及び ３・ ４・２１号
線整備事業

１０億３，８３９万 １ 千円

道路舗装補修工事等 ３億１，５０８万 ４ 千円

認知症高齢者グループホー
ム整備促進事業補助金、地
域密着型サービス等整備推
進事業補助金、介護施設等
の開設準備経費等支援事業
補助金

２億３９５万 ８ 千円

不登校対策事業 ９６５万 ７ 千円

出産・子育て応援品配布事
業 ９１８万 ５ 千円

第五小学校普通教室整備工
事 １億１，５５５万 ７ 千円

第九小学校東校舎棟中規模
改造ほか工事 １億５，３８４万 ６ 千円

発電量計測表示装置設置工
事 １３０万円

令和 ５年度予算の主な継続・拡大事業　　　発電量計測表示装置設置工事
について、具体的な設置予定場所は。
答弁　発電量を表示するための装置
で、再生可能エネルギーの利用と脱
炭素に関心を持っていただく趣旨か
ら、現時点では １階の総合案内近く
を予定。

質問 　　　出産・子育て応援交付金事業
の申請状況と、申請書の不備への対
応は。
答弁　申請書について、 １月時点で
妊娠中で １月末までに妊婦面談を受
けた方へは ３月 ７日に送付。 １月に
出産し ２月に面談（新生児訪問）を
受けた方へは ４月中に発送予定。 ２
月以降に妊娠された方については面
談時に申請書を随時お渡ししている。
レ点漏れなど簡易な不備の場合は、
電話で連絡を取り担当にて申請書に
追記しており、自署欄の記載漏れの
場合は本人に折り返し、再送付いた
だいている。

質問

　　　グループホーム緊急整備支援
事業の概要は。
答弁　認知症高齢者グループホーム
整備促進事業補助金及び地域密着型
サービス等整備推進事業補助金の ２
種類の整備費補助金は、補助上限の
枠内で補助率１０分の１０の都補助金を
２カ年の事業として活用するもの。
４年度は１０％分を予算計上し、 ５年
度は出来高９０％分の事業として補助
金を交付するもの。開設準備経費等
支援事業補助金は、 ５年度当初予算
のみに計上している。

質問

　　　不登校対策に関し、現場の先
生方の指導について伺う。
答弁　いじめと同様に、早期発見・
対応が大切と考え、教員にも各種研
修等を通して指導している。生活指
導主任会や校長会、副校長会でも、
適宜、都の資料等を提示し、早期発
見・対応に努めるよう指導していく。

質問
　　　第五小学校普通教室の整備工
事の概要は。
答弁　児童数増加による学級増およ
び３５人学級対応のために普通教室の
整備工事を行うもの。現状の保健室
を移転させ、そこに普通教室を造り、
また、来客用玄関の横に事務室を移
転させるなど、部屋の使いやすさの
向上を狙っている。

質問

　　　公園施設長寿命化対策事業の
当初予算が大幅に増えているが、そ
の概要と工事の見通しは。
答弁　 ５年度は当該実施設計分の更
新工事等を予定していることから、
増額となった。 ６年度及び ７年度は
主に施設の補修を実施していく予定。

質問

　　　住民基本台帳事務費増の要因
は。
答弁　住民基本台帳データ入力等事
務委託増が要因。「書かない窓口」
のスタートに当たり、御不便をかけ
ないよう、フロア案内の人数を現在
の １名から ４名の体制とすることを
考えている。

質問
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